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　グランキューブ大阪といえば「大規模な学会や国際
会議」というイメージがありませんか？当館にはイベン
トホールやメインホールだけでなく、中規模や小規模
な催事に対応できる会場が多数。セミナーや講習会、
ワークショップ、研究会などは毎日のように開催されて
います。
　それだけではありません。意外かもしれませんが、
「入学試験」「入社試験」「資格試験」といった試験会場
としても多くのお客様にご利用いただいています。人
数も約30名から1000名以上まで、様々なニーズに応
じて対応可能。一度ご利用いただくとリピーターとして
次年度も予約される確率は高いですね。なぜでしょう
か？それは受験者の方にも、主催者様にも、メリットが
あるからだと思います。

学会や国際会議、だけじゃない。
グランキューブ大阪のご利用方法。

　試験会場を利用する受験者の方々にとって、最も
大切なのは「静かに集中できる環境」ではないでしょ
うか。緑豊かな公園や堂島川に囲まれ、伝統あるリー
ガロイヤルホテルに隣接する当館は、最高のロケー
ションといえるでしょう。完全に静かな空間をご提供
できるよう防音扉を利用しています。
　また全会場に遮光シェードを備え、明るすぎず暗す
ぎず、ストレスのない照明をご提供できます。さらに空
調管理、バリアフリー設備も整っており、デリケートな
配慮を必要とする試験会場にぴったりです。

あらゆる人が公平に受験できる
試験環境

　主催者様に喜ばれるのは、第一に試験会場に不可
欠なセキュリティ。地下の車両出入口から荷物用エレ
ベーターを使い、限りなく人目に触れることなく試験
用紙を搬入することができます。
　会場の設営も、運営サイドのご負担になりません。
机や椅子には定期的にメンテナンスを行っており、レ
イアウトをはじめ様々な備品を、スタッフが事前の打
ち合わせ通りにセッティングします。「受験者対応と試
験運営に集中できるので助かる」…そんな声を、たく
さんいただいています。
　会場のご予約は1年前ですが、イベントホールや10階
全室ご利用の場合は2年前から可能。シーズンには予約
が困難となる大規模試験も安心してご計画ください。

円滑に試験が行える運営環境

入学試験、入社試験、資格試験。
「試験会場」はグランキュ ーブ大阪へ。
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営業部誘致二課
調査役　新角　啓二

　問い合わせが多い「お昼をはさむ場合の食事」にも
対応しています。当館には2階、5階、12階に飲食店が
あるほか、お弁当の手配もできますから安心してくださ
い。リーガロイヤルホテルがケータリングを行い、お弁
当は特においしいと好評です。
　私共には開館から15年にわたり、あらゆる大・
中・小規模イベントを実施してきたノウハウの積み
重ねがあります。どんなことでも、まずはご相談く
ださい。

積み重ねてきたノウハウと経験で
どんなニーズにもお応えしたい。

安全保障輸出管理実務能力
認定試験の開催で年２、３回
利用しています。アクセスや設
備も良く、広 と々して綺麗な会
場なので、受験者の皆様に快
適な環境で受験に臨んでいた
だけます。また、スタッフの的確
で丁寧なご対応に助けられて
おり、安心して試験を開催でき
るオススメの会場です。

受験者の皆様にとって
快適で集中できる
環境です。

一般財団法人
安全保障貿易情報センター
蝦夷森 悦子様

私どもが全国で行っている
「惣菜管理士資格試験」の
大阪会場として毎年利用して
います。受験生からは、アクセ
スの良さ、設備の良さが好評
です。また、セミナー会場として
も利用していますが、スタッフ
の方が細かな要求にも丁寧
に素早く対応してくださるの
で、とても助かっています。

アクセスと設備、
スタッフの対応が抜群。

一般社団法人日本惣菜協会
伊東 尚美様

以前は別の会場でしたが、受
験生増加に伴い大きな部屋
がある大阪国際会議場に変
更しました。昨年度は千人弱
の受験生が会場を利用して
います。大阪市内にありアク
セスも良く、隣にホテルがある
ので関係者の宿泊や食事等
の手配も便利です。

ホテルに隣接
しているのが嬉しい。

金沢医科大学
齊藤 淳史様

試験会場に最適なポイント

主催者様の声

全会場に自動または手動の遮光シェードがあり、必要に応じて窓からの光を遮ることが可能。

▲遮光設備を完備

大小さまざまな会議室を利用すれば、10人から500人までの中・小規模試験に対応。

▲中・小規模も自由自在

3階イベントホールを利用すれば、ワンフロアで約1000人の大規模試験が可能です。

大規模試験も可能

▲

室内の明るさを学習施設に適した550～750ルクスに設定。手元に十分な明るさが確保できます。また、試験会場の机や椅子は、ガタつきや破損がないよう専門業者により点検済みです。

▲高品質な照明と設備

施設内に救護室やAEDを完備。病院も徒歩5分圏内に。

▲急病時も安心

住友病院 関西電力病院

大阪病院
（旧大阪厚生年金病院）

入学試験、入社試験、資格試験。
「試験会場」はグランキュ ーブ大阪へ。
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グランキューブ大阪の

内視鏡外科を実践するすべ
ての診療科（消化器外科、呼
吸器外科、産科婦人科、泌尿
器科、小児外科、整形外科な
ど）が一堂に会して、内視鏡
外科の進歩と課題克服に向
けて議論します。今年の総会
では、手術支援ロボットやナ
ビゲーションシステムなど、
内視鏡外科にかかわる新規
技術開発の現状とそれらを
外科医が使いこなすことに
よる手術の進歩を主要な
テーマとするとともに、解剖
の理解を含めた内視鏡外科
の技術教育に力点を置き、
エキスパートの手術とテク
ニックを供覧し、具体的に技
術を習得する機会を提供します。さらに、近畿経済産業局の協力を得
て、多数の企業を巻き込んだ医工連携企画を実施し、この分野の新
たな製品開発のきっかけになることを期待しています。
（第28回日本内視鏡外科学会  会長  関西医科大学
腎泌尿器外科学講座  教授  松田 公志様）

The 54th IEEE Conference on 
Decision and Control

米国電気電子学会制御システムソサイエティ（IEEE CSS）が主催す
るこの会議は、制御の理論から応用までを論じるもので、この業界で
は第一級の国際会議です。1962年に始まり、1986年にアテネで開
催されて以来、国際的な研究の広がりを反映して、米国外でも催され
るようになり、世界中の研究者を集めています。日本での開催は、
1991年神戸に続いて2回めになります。一貫して制御の理論が会議
のメインテーマですが、最近は社会基盤システムをいかに作っていくか
という問題など多くの実用的な問題が取り上げられています。今年の
基調講演の一つでは、東京工業大学の藤田政之先生によるスマート
シティに関連したお話があります。皆様のご来聴をお待ちしています。
http://www.cdc2015.ctrl.titech.ac.jp/
（京都大学  大学院情報学研究科  教授  太田 快人様）

制御システムに関する第一級の国際会議
2015年12月14日（月）～18日（金）

第16回関西棋院天空囲碁大会
in水都・中之島

～ますます良い『碁縁』にめぐまれますように～
2016年1月11日（月・祝）

第28回日本内視鏡外科学会総会

これから開催される学会・イベントをご紹介します。

技術革新と人の技の融合：
内視鏡手術の飛躍に向けて

2015年12月10日（木）～12日（土）

第18回日本成人先天性心疾患学会

成人先天性心疾患診療におけるチーム医療
2016年1月16日（土）・17日（日）

今回で18回目を迎えるこ
ととなりましたが、過去に
本学会が果たしてきた役
割は、患者数の増加に伴い
ますます重要なものにな
りつつあります。当初小児
循環器医と心臓外科医の
研究会であった本学会は
循環器内科、産科、麻酔
科、精神科、さらにはほぼ
すべての診療科、職種が
複雑に絡み合い2011年よ
り学会となり発展してきて
います。
今回の学会のテーマを「成
人先天性心疾患診療にお
けるチーム医療」とさせて
いただき、多分野・多職種

の参加をお願いし、成人に達した先天性心疾患患者の診療の
問題点と解決策を熱くディスカッションしていただきたいと存じ
ます。

（第18回日本成人先天性心疾患  学会総会・学術集会  会長  
国立循環器病研究センター  小児心臓外科部長  市川肇様）

毎年恒例となりました新年の打ち初め行事「天空囲碁大会」。800名
を超える囲碁ファンの皆様が一堂に会し、見晴らしの良い景色を眺
めつつ気持ちを新たにして盤面に向かいます。一手の重みをかみし
めながら真剣勝負を楽しむもよし、対局相手との盤上での手談を楽
しむもよし、自分自身と向き合い見つめ直すもよし、思い思いに囲碁
を楽しみましょう！
大人の部・こどもの部ともに有段者の方からビギナーの方まで、どな
たでもご参加いただけます。新年を祝しての運だめし、豪華賞品が当
たる抽選会も行います。
新たな碁敵があなたを待っています。日昇る天空で「打ち初め」、みな
さまご一緒しませんか？（一般財団法人関西棋院  普及事業部様）

PICK UP
12月以降のプログラム
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グランキューブ大阪の 学会・イベント

第52回全国建設業労働災害防止大会
inおおさか

全国大会は、全国的な安全意識の高揚、最新の安全衛生情報の提
供、効果的な安全衛生管理ノウハウの共有を図ることを目的に、毎年
一回開催しております。今年は、全国から会員をはじめ関係者延べ
5,200名が参加されました。
初日の総合集会では、「安全の誓い」の採択、安全衛生功労者の表彰、
講演等があり、２日目の専門部会は、建築・土木・安全衛生教育・住
宅・コスモス（建設業労働安全衛生マネジメントシステム）の５部会に
分かれ、会員事業場などの安全衛生管理活動に関する研究発表、行
政の講話、講演などが行われ、参加者は熱心に聞き入っておられ、大変
好評をいただきました。
（建設業労働災害防止協会  業務部様）

建設業の安全衛生についてともに考え学ぶ２日間
2015年9月10日（木）・11日（金）

2020年に訪日外国人が日本語で
困らない社会の実現に向けて

2015年10月22日（木）

2015年の夏以降に開催された学会やイベントの一部をご報告します。

中之島なつまつり2015

グランキューブ大阪の１階プラザにおいて「中之島なつまつり2015」を
開催しました。このイベントは、中之島の企業で働く方や中之島で暮ら
す方との新たなコミュニティづくりを目指して、中之島に関わりの深い
企業・団体が主催するもので、今年で3回目となります。毎年、河内家菊
水丸氏を迎えての盆踊り大会と地元有名店によるグルメ屋台が名物の
イベントですが、今回は新たに会場を北に隣接する中之島バンクスま
で広げてアクアminiクルーズを行ったり、朝日放送の番組「おはよう朝
日です」によるオリジナル盆踊りの披露等プログラムをさらに充実させ
ました。当日は1万人を超える方が来場され、会場は大いに盛り上がり
ました。（京阪電気鉄道株式会社   事業推進担当  課長  吉城 寿栄様）

ゆく夏を惜しみ
盆踊り大会に約1万人が来場

2015年8月28日（金）

グローバルコミュニケーション
シンポジウム2015

総務省は、世界の「言葉の壁」をなくしグローバルで自由な交流を実
現する「グローバルコミュニケーション計画」を平成26年4月に発表
しました。この計画の推進に資することを目的として、産学官の力を
結集して多言語音声翻訳技術の精度を高めるとともに、その成果を
様々な分野に適用して社会実装していくために必要な検討を行うた
め、同年12月にグローバルコミュニケーション開発推進協議会が設
立されました。今回は本協議会のイベントとして、多言語音声翻訳技
術・アプリ(http://voicetra.nict.go.jp/vt/)やその活用について幅広
い理解を促すためのシンポジウムが輿水恵一総務大臣政務官を来
賓とし参加者235名の盛況の内に執り行われました。
（国立研究開発法人 情報通信研究機構 先進的音声翻訳研究開発推進センター様）

総合集会講演：
田﨑史郎氏

錢高会長挨拶 専門部会講演：
向殿政男氏

第39回日本血液事業学会総会

　「ふたたび輝く笑顔のために」をテーマに、第39回日本血液事業学
会総会を開催しました。学会は、血液事業に関する学術研究について
全国各地からの発表に加え、市民公開講座「再生医療の現状と将来
展望」と、「献血甲子園」の２つの催物を企画し、家族連れや関係職員
など約千人もの参加がありました。市民公開講座では、iPS関連の研
究者から再生医療についての興味深いお話をご教授いただき、また、
若年層の献血推進を趣旨とした参加型コンテストの献血甲子園では、
「持続可能な若年層推進企画」や、「鉄人バランス弁当」のレシピ、「献
血にちなんだ川柳・大喜利」の募集に若さ溢れる様々な発想やアイデ
アが寄せられました。　http://www.kk.bbc.jrc.or.jp/
（日本赤十字社近畿ブロック血液センター  企画課  広報係長  中西 愛様）

～ふたたび輝く笑顔のために～
2015年10月4日（日）～6日（火）

REPORT
開催されたプログラム
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　中之島の学校と言えば阪大。阪大と言えば医学部あるい
は理学部。と言いつつ、前回はあえてそれ以外の学校ばか
りをご紹介した。しかし、この両者を語らずに中之島の学
校の話を終えるわけにはいかないだろう。
　大阪大学医学部は、そのルーツを緒方洪庵の私塾である
「適塾」としている。長い歴史の中での変遷は、適塾に展示
された資料などで詳細がわかる。それによれば、適塾は明
治維新以降、洪庵の子息や弟子たちが明治政府と共に創設
した病院や学校へとつながっていく。新しい時を迎えたば
かりの時代、名称や規模を何度も変え、中之島の旧広島藩
屋敷跡に建物を移したのは明治12年（1879）の大阪公立病

院時代のことだった。そして大正４年（1915）、府立大阪医
科大学となる。
　一方、理学部は大正５年（1916）に堂島浜通に建てられ
た「塩見理化学研究所」がその前身となった。実はこの研
究所設立の寄付を行ったのは、前述の医科大学の卒業生
である塩見政次だった。塩見は金属亜鉛の精錬によって財
をなしたが、病気によって臨終の際に、私財の半分を寄付
して研究所を設立し、将来大阪に国立大学ができる時には
この研究所を核として理学部を設置してほしいと伝えたと
いう。塩見の念願は叶い、昭和6年（1931）、医学部と理学
部の2学部構成によって大阪帝国大学は開学したのであ
る。
　こうして中之島と阪大の歴史は始まり、戦後、国立総合

大学令によって新制
大阪大学に改組され
てからも、医学部と
理学部は中之島にあ
り続けた。しかし、
だんだんと手狭に
なった中之島キャン
パスからはだんだん
と校舎と学生が消え
て いく。昭 和41年
（1966）には理学部
が移転。医学部もま
た附属病院と共に平
成5年（1993）に 吹
田へと移転を完了
し、ついに中之島か
ら阪大の名前はなくなってしまった。
　もちろん、医学部のあった場所に2004年に大阪大学中
之島センターができたことは、阪大にとって中之島が大切な
土地であることの象徴に他ならないわけだが、寂しい感じ
がしてしまうのはしかたがないことだろう。

　２つの学部に加え、阪大病院こと医学部附属病院も合わ
せ、これらの機関が築き上げた学術的な功績や医療の発
展における貢献は、フリーマガジンの編集者である筆者に
はとうてい計り知れない。それよりも、中之島という街と阪
大の関係、特に医学部の存在の大きさについて書きたいと
思う。
　以前、『中之島の足あと』という地域誌の取材で、中之島
3丁目で長く「喫茶Bois（ボア）」を営む室谷聖子さんのお
話を聞かせてもらった。室谷さんによれば、中之島にとって
阪大はやはり「特別な存在」なのだという。学生たちをふだ
んからよく目にし、「学生運動の時代には、キャンパスへ入
れないから店で医学書を抱えて勉強する学生さんも多く、
講義をされる先生もおられましたね」などというエピソード
は、さすがに地元の人ならではの臨場感があって面白いが、
それだけではない。地元の人にとって阪大は、あくまで「ご
近所さん」なのだ。
 　「近所の人たちは阪大キャンパスには自由に出入りしてい
ました。学園祭にもよく行きましたね。そうそう、道路に面し
て解剖室があって、中の様子が見えるんです。子どもたち

はよく覗いて、『来たらあ
かん』って言われたり
（笑）」
　現在は大阪市立科学館
の敷地内でツツジを見な
がら行われている町内会
の春のお花見も、以前は
阪大のキャンパスの中で
行われていたらしい。

　「松下講堂の南側に桜並木があって、春になるときれい
に咲きました。とてもきれいなので、ある年、ゲートボールを
した後、お弁当を買ってきてお花見をしようということにな
り、それをきっかけに始まった町会でのお花見が今もずっ
と続いています」
　室谷さんの喫茶店には今もちょくちょく学生時代を中之
島で過ごした卒業生が訪れるらしい。店の場所はキャンパ
スがあった時代とは少し変わっているとはいえ、当時の名
残を見つけた元・阪大生たちの笑顔が目に浮かぶ。

　室谷さんの店だけではなく、キャンパスがあった頃の中
之島には、学生たちを相手にする店も多かったようだ。そん
な時代の中之島をふり返ったのが、2013年3月号の特集
「キャンパスがあった頃」だ。
　インタビューでは、当時の医学生で、現在はその阪大医
学部の教授となった仲野徹さんが思い出を語っている。
　「（キャンパスの）目の前のビルには食堂や喫茶店、地下
に［アイーダ］という雀荘があったんですよ。ビルの名前が
飯田（ＩＩＤＡ）ビルやか
ら［アイーダ］やったんちゃ
うかなあ。そこに入り浸っ
て、雀荘の鍵を預かって
いる同級生もいましたね
（笑）。今も看板があります
が、［大矢商店］という氷
屋さんが夏にはかき氷を
やってくれていた。1980年
代くらいまでは、そういう
学生向けの店もちょこちょ
こありましたね」
　今の街の様子からはとても想像できないが、中之島の西
部は「学生街」だったのである。
　仲野さんはこれに続けて、橋を渡った対岸にあった阪大
病院での研修医時代の話もしてくれている。当直明けに連
れ立って食べに行った朝早くから開いているカレー屋さん
の話、本当はダメなのだが白衣を着たままよく食べに行った
豚カツ屋の話…。そして、「中之島にあった頃は、飲みに行っ
たり、映画を見に行ったりできたし、街の人たちにも医学生
を『育ててあげよう』というムードがあった」とも語ってい
る。先ほどの室谷さんの話と言い、街と大学がとても近い距
離にあり、住む人や店の人たちと学生たちがとてもいい関係
を築いていたことがわかる。
　今や学生を教える立場になった仲野さん曰く、「医者にな
るには大学の中だけで完結するより、こうやって街に開か
れている方が絶対に良い」。言われてみればその通りだ。い
つか再び中之島のあの場所にキャンパスが建ち、学生たち
が中之島の水辺でのんびりとしつつも都会的な学生生活を
過ごす…。それは夢なのかもしれないが、自分が大学生
だったら、そんなキャンパスライフにきっと憧れるという人
はたくさんいるに違いない。

中之島と言えば阪大。
地元の人との関係が、それを物語る。

阪大医学部と理学部のルーツ。

2008年8月に創刊した中之島のフリーマガジン。歴史、建
築、人などさまざまなテーマを特集。毎月1日発行、グラン
キューブ大阪ほか、京阪電車主要駅や書店などで配布中。

『月刊島民』 Vol.56　2013 3/1
学校（２）

文／大迫 力（月刊島民プレス）

中之島の人気フリーペーパーとのコラボ企画

中之島的
聖地巡礼

第5回
月刊島民がおくる

『月刊島民』とは…

1990年代前半の阪大医学部キャンパス。跡地には大阪大学中之島センターが建つほか、大阪市が美術館を建設予定だ。

その
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　中之島の学校と言えば阪大。阪大と言えば医学部あるい
は理学部。と言いつつ、前回はあえてそれ以外の学校ばか
りをご紹介した。しかし、この両者を語らずに中之島の学
校の話を終えるわけにはいかないだろう。
　大阪大学医学部は、そのルーツを緒方洪庵の私塾である
「適塾」としている。長い歴史の中での変遷は、適塾に展示
された資料などで詳細がわかる。それによれば、適塾は明
治維新以降、洪庵の子息や弟子たちが明治政府と共に創設
した病院や学校へとつながっていく。新しい時を迎えたば
かりの時代、名称や規模を何度も変え、中之島の旧広島藩
屋敷跡に建物を移したのは明治12年（1879）の大阪公立病

院時代のことだった。そして大正４年（1915）、府立大阪医
科大学となる。
　一方、理学部は大正５年（1916）に堂島浜通に建てられ
た「塩見理化学研究所」がその前身となった。実はこの研
究所設立の寄付を行ったのは、前述の医科大学の卒業生
である塩見政次だった。塩見は金属亜鉛の精錬によって財
をなしたが、病気によって臨終の際に、私財の半分を寄付
して研究所を設立し、将来大阪に国立大学ができる時には
この研究所を核として理学部を設置してほしいと伝えたと
いう。塩見の念願は叶い、昭和6年（1931）、医学部と理学
部の2学部構成によって大阪帝国大学は開学したのであ
る。
　こうして中之島と阪大の歴史は始まり、戦後、国立総合

大学令によって新制
大阪大学に改組され
てからも、医学部と
理学部は中之島にあ
り続けた。しかし、
だんだんと手狭に
なった中之島キャン
パスからはだんだん
と校舎と学生が消え
て いく。昭 和41年
（1966）には理学部
が移転。医学部もま
た附属病院と共に平
成5年（1993）に 吹
田へと移転を完了
し、ついに中之島か
ら阪大の名前はなくなってしまった。
　もちろん、医学部のあった場所に2004年に大阪大学中
之島センターができたことは、阪大にとって中之島が大切な
土地であることの象徴に他ならないわけだが、寂しい感じ
がしてしまうのはしかたがないことだろう。

　２つの学部に加え、阪大病院こと医学部附属病院も合わ
せ、これらの機関が築き上げた学術的な功績や医療の発
展における貢献は、フリーマガジンの編集者である筆者に
はとうてい計り知れない。それよりも、中之島という街と阪
大の関係、特に医学部の存在の大きさについて書きたいと
思う。
　以前、『中之島の足あと』という地域誌の取材で、中之島
3丁目で長く「喫茶Bois（ボア）」を営む室谷聖子さんのお
話を聞かせてもらった。室谷さんによれば、中之島にとって
阪大はやはり「特別な存在」なのだという。学生たちをふだ
んからよく目にし、「学生運動の時代には、キャンパスへ入
れないから店で医学書を抱えて勉強する学生さんも多く、
講義をされる先生もおられましたね」などというエピソード
は、さすがに地元の人ならではの臨場感があって面白いが、
それだけではない。地元の人にとって阪大は、あくまで「ご
近所さん」なのだ。
 　「近所の人たちは阪大キャンパスには自由に出入りしてい
ました。学園祭にもよく行きましたね。そうそう、道路に面し
て解剖室があって、中の様子が見えるんです。子どもたち

はよく覗いて、『来たらあ
かん』って言われたり
（笑）」
　現在は大阪市立科学館
の敷地内でツツジを見な
がら行われている町内会
の春のお花見も、以前は
阪大のキャンパスの中で
行われていたらしい。

　「松下講堂の南側に桜並木があって、春になるときれい
に咲きました。とてもきれいなので、ある年、ゲートボールを
した後、お弁当を買ってきてお花見をしようということにな
り、それをきっかけに始まった町会でのお花見が今もずっ
と続いています」
　室谷さんの喫茶店には今もちょくちょく学生時代を中之
島で過ごした卒業生が訪れるらしい。店の場所はキャンパ
スがあった時代とは少し変わっているとはいえ、当時の名
残を見つけた元・阪大生たちの笑顔が目に浮かぶ。

　室谷さんの店だけではなく、キャンパスがあった頃の中
之島には、学生たちを相手にする店も多かったようだ。そん
な時代の中之島をふり返ったのが、2013年3月号の特集
「キャンパスがあった頃」だ。
　インタビューでは、当時の医学生で、現在はその阪大医
学部の教授となった仲野徹さんが思い出を語っている。
　「（キャンパスの）目の前のビルには食堂や喫茶店、地下
に［アイーダ］という雀荘があったんですよ。ビルの名前が
飯田（ＩＩＤＡ）ビルやか
ら［アイーダ］やったんちゃ
うかなあ。そこに入り浸っ
て、雀荘の鍵を預かって
いる同級生もいましたね
（笑）。今も看板があります
が、［大矢商店］という氷
屋さんが夏にはかき氷を
やってくれていた。1980年
代くらいまでは、そういう
学生向けの店もちょこちょ
こありましたね」
　今の街の様子からはとても想像できないが、中之島の西
部は「学生街」だったのである。
　仲野さんはこれに続けて、橋を渡った対岸にあった阪大
病院での研修医時代の話もしてくれている。当直明けに連
れ立って食べに行った朝早くから開いているカレー屋さん
の話、本当はダメなのだが白衣を着たままよく食べに行った
豚カツ屋の話…。そして、「中之島にあった頃は、飲みに行っ
たり、映画を見に行ったりできたし、街の人たちにも医学生
を『育ててあげよう』というムードがあった」とも語ってい
る。先ほどの室谷さんの話と言い、街と大学がとても近い距
離にあり、住む人や店の人たちと学生たちがとてもいい関係
を築いていたことがわかる。
　今や学生を教える立場になった仲野さん曰く、「医者にな
るには大学の中だけで完結するより、こうやって街に開か
れている方が絶対に良い」。言われてみればその通りだ。い
つか再び中之島のあの場所にキャンパスが建ち、学生たち
が中之島の水辺でのんびりとしつつも都会的な学生生活を
過ごす…。それは夢なのかもしれないが、自分が大学生
だったら、そんなキャンパスライフにきっと憧れるという人
はたくさんいるに違いない。

地元の人にとっての阪大キャンパスは
「ご近所さん」のような存在。

「学生街」だった中之島が、
かつての医学生たちを育てた。

かつて阪大理学部があったことを示すのは、大阪市立
科学館の西側にあるモニュメントのみ。

室谷さんが営む［喫茶Bois］は町内会の会合
などでもよく使われる。会議や盆踊りの稽古な
ど、さまざまなシーンで親しまれている。

仲野さんが語るキャンパス前の飯田ビル跡に
は、今は関西電力の本社ビルが建っている。同
じ道沿いには［大矢商店］（写真右の建物）が。
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　私どもはリーガロイヤルホテルの“出張所”とし
て、パーティやケータリング関係の手配を引き受け
ると共に、12階レストランの「グラントック」を運営し
ています。
　サービスの内容は、お客様
のご要望によって様々。たとえ
ば、お弁当を1000個単位で
ご用意したり、朝のミーティン
グに朝食やブランチをお出し
したり、パーティならお寿司や
お蕎麦の屋台を用意したり。
最近ではベジタリアンやハラ
ルフード、アレルギー食への対応も行っています。
リーガロイヤルホテルで可能なサービスは全て、大
阪国際会議場でもご提供できるのです。
　そのためリーガロイヤルホテルのメニューや商品

は概ね把握しています。季節の新商品情報も必ず
キャッチしてます。先日も、とある学会で「ハロウィンら
しい演出をしたい」と依頼され、ホテルのベーカリー
に“黒猫のケーキ”があることを思い出し、ご提案す

ると大変喜ばれました。
　私どもが仕事において、最
もこだわっていること…それは
「安心・安全」です。衛生面
に厳しい基準を設けると共
に、お弁当や食事は必ず一
食分冷蔵保管して、万が一
の場合に調査できるようにして

います。お陰様で開業以来15年、一度も事故はあ
りません。美味しいのは当たり前、安心・安全を貫
いてこそのリーガロイヤルホテル・クオリティだと思っ
ています。

お客様の「やりたい」を実現できるように。
めざすは提案力のある営業マン。

RIHGA
ROYAL
HOTEL

パーティやケータリングを
ホテル・クオリティでお届けします。

リーガロイヤルホテル
宴会部
国際会議場課

課長代理  梶原 眞也

リーガロイヤルホテル
宴会部
国際会議場課

宴会部 支配人  信山 龍彦

　2015年4月に入社してから、先輩の営業活動や打ち合わせに同行する毎日。仕事の面白さも、
難しさも、ようやくわかってきました。やりがいを感じるのは何と言っても、イベント運営に関わること。
何もない空間に展示ブースが設営され、賑やかな会場が出来上がる。そして終わるとあっという
間に元通りに…。ドラマティックですよね。反面、苦労するのは覚えることの多さ！ 問い合わせから
当日まで膨大な段取りがあり、1つでも漏らすことはできません。全てを難なくこなす先輩方を、ただ
尊敬するばかりです。

　グランキューブ大阪という建物の魅力も、日々 実感しています。当館のようにホールや会議室が
縦に並ぶ高層階の施設は珍しく、移動にロスがないんです。また巨匠、黒川紀章氏の建築デザ
インも趣がありますね。私が好きなのは12階の屋上庭園で、水とオブジェが織りなすアートに癒や
されます。そんな当館の特性や可能性を活かし、柔軟でオリジナリティあふれる提案ができるように
日々 、心掛けております。お客様の「やりたい」を、必ず実現する営業マンが目標です。

ここで働くことの面白さ、難しさ。

当館とお客様を結ぶ、架け橋になりたい。

営 業 部
誘致一課

桑畑　賢英
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冬の中之島が、今年も煌めき、輝く！
「大阪・光の饗宴2 0 1 5」、はじまります。

　「大阪マラソン“クリーンUP”作戦」
は、10月25日に開催された大阪マラ
ソンとタイアップした大阪市主催の
一大清掃イベントで、来阪されるマラ
ソン参加者や観客を「きれいなまち」
でお迎えしようとの趣旨のもと大阪
市全域において実施されました。
　10月20日に行った清掃活動は、16
名の参加者が一生懸命ごみの回収
に取り組み道路脇のポイ捨てされた
空き缶やペットボトル、タバコの吸殻
等を拾い、1回の清掃で6.45㎏のゴミ
を回収致しました。

大阪マラソン“クリーンUP作戦”に参加しました。

　地震などの災害時に自動停止するエレベーター内に閉じ込められ、救
助されるまでの長時間、精神的にも肉体的にも利用者の不安が大きなス
トレスになります。エレベーター椅子は非常用トイレとして使用できるう
え、非常用救援物資も収納していますので、万一、長時間の待機になっ
ても安心して復旧・救助を待つことができます。また普段は障がい者の
方やご高齢の方には椅子として利用できます。 

エレベーター内に椅子（防災対応）を
設置しました。

　“水と光の首都大阪”の実現をめざして2013年にスタートした「大阪・
光の饗宴」。大坂の陣から400年を迎える今年は特別プログラムとして、
御堂筋の車道の一部区間を一夜限りで歩行者に開放する「御堂筋イル
ミネーション2015ワンダーイルミナイト」を実施します。エリア内には食
事が楽しめるケータリングカーも配置され、きらびやかな光に包まれて
大阪の夜を満喫できます。また、2015年度世界記録に認定された「御
堂筋イルミネーション」は、今年度、梅田まで延伸し、四季を表現した4
色のイルミネーションが沿道を美しく彩ります。そのほか「OSAKA光
のルネサンス2015」では、大阪府立中之島図書館正面に映し出す光絵
画と音のアート作品「ウォールタペストリー特別公演」、さらには大阪各
所で工夫を凝らしたイルミネーションが見られるエリアプログラムなど、
見逃せない企画が目白押し。この冬、大阪で寒さも吹き飛ぶ煌めく風
景に出会えますよ。
■DATA
●ワンダーイルミナイト
　開催日程／2015年11月29日（日）　開催時間／17:00～19:00
　開催場所／御堂筋（久太郎町３交差点～新橋交差点）
●御堂筋イルミネーション2015 
　開催日程／2015年11月29日（日）～2016年1月17日（日）　開催時間／17:00頃～23:00
　開催場所／御堂筋（阪神前交差点～難波西口交差点）
※最新情報・詳細はホームページにてご確認ください。
　http://www.hikari-kyoen.com/

きらめく夜に集う「ワンダーイルミナイト」 幻想的な美しさに誘われる「ウォールタペスト
リー特別公演」

安心して
ください、

入ってます
よ！！
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※アクセス「約○分」はすべて徒歩時間です。

「あっ！」と声を上げてしまいそうなインパクトの薬膳鍋の中身は、
ふんわり膨らんだヤマイモのメレンゲと、鯛と鶏をじっくり煮出した
門外不出のスープ。その味わい深さは、日本酒でもワインでも合
います。疲れと冷えが溜まった体を思いやる現代らしい鍋が生ま
れました。

和洋折衷　Bacci

パネ・ポルチーニ

大阪国際会議場から堂島川を挟んだ福島は、人や店が集まるに
ぎやかなエリア。そこに、昼夜問わず行列ができるパン屋がありま
す。6人もお客さんが入ればいっぱいになる店内には小ぶりのパ
ンが所狭しと並び、手頃なお値段なので「今日のおやつに」「明日
の朝食に」とまとめ買いする人も。中でもオリーブオイルの風味と
塩が程よく効いた「塩フォカッチャ」、米粉を使ったもちもちの人気
者「もちパン」は外せぬ2大名物です。

並んでも食べたい、駅前の小さなパン屋さん。

■DATA　住所／大阪市西区江戸堀
1-23-21  ビエラ江戸堀1F
☎06-6225-3386  営業時間／ランチ
11:30～14:00（L.O.／水曜～金曜と日曜の
み） ディナー17:30～22:30（L.O.） 休／月
曜・祝日　アクセス／京阪中之島線「渡辺橋
駅」、地下鉄四つ橋線「肥後橋駅」より約8分。薬膳メレンゲ鍋　１人前2,500円（２人前～）

ぐるぐるめ
ナカノシマ 冷えた体に染み渡る、

絶品あったかグルメを
ご紹介いたします。

おみやげにいかが ?

■DATA　住所／大阪市福島区福島5-10-22  ☎
06-6451-8001　営業時間／11:00～23：00  休／
日曜・第1と第3月曜　アクセス／JR東西線「新福島駅」
より徒歩1分。

実は、鯛焼きにも「天然」と「養殖」が。こちらの名物は一尾ずつ鉄
型で焼き上げた、薄皮の香ばしい天然物。中には定番のあんこ
や、ほくほくのさつま芋あんがぎっちり。駅前にあり、通り過ぎること
ができない甘いにおいに釣られてしまいます。店先のベンチで食
べても、食べ歩きでも。

鳴門鯛焼本舗 阪神福島駅前店

■DATA　住所／大阪市福島区福島5-8-11 
☎06-6136-3350  営業時間／11：00～22：00
休／無休  アクセス／阪神電車「福島駅」よりすぐ。

冬の土佐堀川沿いに優しく灯りを落とす、「近所に一軒ほしい」
ワインバー。旬の野菜が並ぶ「本日のお惣菜」は、どこか懐かし
いきんぴらや煮込みもあれば、寒い季節にぴったりな野菜のブ
ルーチーズグラタンといった一品も。仕事帰りの人々にしみる、
素朴な旨みと塩加減が絶妙です。

土佐堀オリーブ

■DA T A　住所／大阪市西区土佐堀
2-1-12-B1　☎06-6450-8182　営業時間
／18：00～26：00（L.O.）休／火曜　アクセス
／京阪電車「中之島駅」、地下鉄四つ橋線「肥
後橋駅」より約10分。

野菜のブルーチーズグラタン480円
グラスワイン500円～

土佐堀通沿いにあるこちらは、アフ
ター23も営業。学生たちだけでな
く、近くにある病院の帰りや飲み会
の締めにも、頼りにされているお店
です。男性からの支持No.１は炙り
豚トロラーメン。食欲をそそるこって
りした見た目ながら、つるつるしたの
ど越しの麺で、瞬く間にぺろり。

ラーメン いちよし

■DATA　住所／大阪市西区江戸堀2-6-25  ☎06-6443-8231  営業時間／ランチ11:00～
14:45（L.O.） ディナー17:00～23:45（L.O.）  休／日曜  アクセス／京阪中之島線「中之島駅」よ
り約5分。

炙り豚トロラーメン750円

塩フォカッチャ 206円 もちパン 184円

あみだ池筋

中
之
島
通

土佐
堀
通

京阪
中之
島線

JR東
西線

な
に
わ
筋

中之島

堂島リバーフォーラム

リーガロイヤル
ホテル

渡辺橋

三井ガーデンホテル
大阪プレミア

新福島

ABCホール

大阪市立科学館

国立国際美術館

堂島ホテル

ラーメン いちよし

和洋折衷  Bacci

鳴門鯛焼本舗 阪神福島駅前店

パネ・ポルチーニ

土佐堀オリーブ

天然たいやき 黒あん　160円　
天然たいやき 鳴門金時いも　180円

なになに？
今号の「ぐるぐるめ」は
冬のアツアツグルメ？

め
ち
ゃ
美
味
し
い
、

お
鍋
、ラ
ー
メ
ン
、

チ
ー
ズ
グ
ラ
タ
ン
が

あ
る
ヨ
！

ほ
っ
こ
り
甘
い

 

天
然 

の

鯛
焼
き
。

体
の
芯
か
ら

じ
わ
じ
わ
効
く
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
鍋
。

冬
野
菜
を
主
役
に
、

ワ
イ
ン
バ
ー
で
一
杯
。

“

”

寒い日は、
濃厚ラーメンで
スタミナ回復。



10

2016年2月29日まで

年中おもろいことがある

この冬から春にかけて、大阪で開催されるイベントをご紹介。
グランキューブ大阪へお越しの際に楽しんでみては？

大阪カレ
ンダ
ー

大阪ミナミ400年祭

2016年1月31日まで
場所：天王寺公園

あべの・天王寺イルミナージュ

今年100周年を迎える
天王寺動物園をテーマ
に、「イルミネーション
ZOO」を開催。来年101
年に向けて、キリンやク
マ、シカなど様々な種類
の101匹のアニマルが
登場。会場内も豹や鳥な
どの動物が動き回って皆
様をお迎えします。

場所：道頓堀を中心とした大阪各所

道頓堀川は、2015年で開削から400年を迎えました。それを記念し
て、ミナミの商店街と大阪中央区が協力し合い、2015年4月～
2016年2月までの間『大阪ミナミ400年祭』を開催中です。夏には
世界最大の盆踊りでギネス記録を達成。また12月以降は、道頓堀
川で様々なパフォーマンスを行う『道頓堀川 夢と光の水上パレード
（12月27日）』や「大阪・光の饗宴」のミナミエリアプログラムとして
『まいどおおきに！大阪ミナミ光マッセ（11月13日～2016年2月14
日）』など…ミナミの魅力を最大限に活かしたイベントが催されます。

http://osaka-chushin.jp/minami400

http://www.illuminagegroup.com

1月9日～11日
場所：堀川戎神社

十日戎

「えべっさん」という愛称
で親しまれ、毎年10万人
もの参拝客で賑わう大
阪の伝統行事。開催期
間は境内や参詣道の提
灯、町内のボンボリにも
灯が入り、天神橋筋商
店街から梅田にかけて
200軒以上の夜店が軒
を連ねます。

http://www.horikawa-ebisu.or.jp

2月1日～7日
場所：大聖観音寺（あびこ観音）

節分厄除大法会

厄除開運を祈願する参
拝者で賑わう節分の大
法会。2月2・3・4日の間
は境内の護摩堂で行者
が、護摩木を炊き上げ加
持祈祷を行います。また
駅前からお寺までの路地
には数百の露店がずらり
と並び、節分のお祭りを
一層盛り上げます。

http://www.abikokannonji.com

3月4日～13日
場所：ABCホールほか

大阪アジアン映画祭

「大阪発。日本全国、そし
てアジアへ！」をテーマに
第11回を迎える映画
祭。日本を含むアジア各
国の最新作や話題作を
上映し、ゲストも多数来
場。アジアを身近に感じ
ることができる大阪の春
の風物詩です。

http://www.oaff.jp/2016/ja

©OAFF2015　オープニング・セレモニー

©大阪観光局（（公財）大阪観光コンベンション協会）

写真提供：あびこ観音

開催中（2016年2月末まで）

開催中（1月末まで） 1月

2月 3月

まいどおおきに！大阪ミナミ光マッセ  会場①  なんばパークス（2016年2月14日まで）

会場②  とんぼり  リバーウォーク（2016年2月14日まで） 心斎橋 BIG STEP（2016年2月14日まで）　 道頓堀川  夢と光の水上パレード（12月27日） 道頓堀盆おどりインターナショナル2015



ご近所　 スポット紹介

牛ハラミのステーキランチ 1,800円
（パン＋サラダもしくはスープ付き）

アットホームな雰囲気に包まれて、心置きなくすごせます

きらびやかな夜景が楽しめる、絶好のロケーション

学会やセミナー、イベントの二次会や打ち上げなど…近
場で良いお店をお探しなら、グランキューブ大阪から徒
歩約30秒（！）のこんな名店はいかがでしょう。「サン＝
ルイ  アミューズ」は、堂島川の景観を満喫できるフレンチ
レストラン。36席の広 と々した店内では、ランチタイムは陽
光さわやかに、ディナータイムはムーディーにくつろげま
す。2階のバンケットスペースは80席とパーティーにもお
すすめ。ワインをはじめとしたアルコールメニューも豊富
なので、催しのあとの楽しいひとときにぴったりです。

　木枯らし吹きすさぶ頃となりました。今年は外国人の来館が多く、
国際会議も昨年より多く催され、華やかでした。「礼拝室」の利用もあ
り、設置してよかったとスタッフは喜んでおります。
　また、医学系の総会、研究会も多く、学業の地『中之島』での開催
は、永遠に続く事でしょう。ノーベル賞候補が多数お越しになり各界
の登竜門としての大阪国際会議場のブランドイメージは世界へ広がる

と確信しております。
　展示会、コンサート、一般会議・セミナーにご来館された方々は、
楽しい思い出をつくり、夢をいっぱい抱いて未来へ進んでいる事で
しょう。
　皆様のお越しを心より感謝いたしております。来年もどうぞ宜しく
お願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.H）

編集後記

サン＝ルイ  アミューズ
Saint-Louis Amuse

■DATA
住所／大阪市北区中之島5-3-60　中之島BANKS Center棟-B　☎
06-6445-7775　営業時間／ランチ11:30～15:00（L.O.14:00） ディナー
17:30～23:00（L.O.21:00）　休／火曜（祝日の場合翌日）　アクセス／京
阪中之島線「中之島駅」より徒歩約1分
URL／http://www.amuse-n.com/

「エコキャップ運動」にご協力を！
　館内で回収されるペットボトルキャッ
プは、再生プラスチック原料として換金
し、医療支援・ワクチン支援や障がい者
支援、子供たちへの環境教育等、NPO法
人エコキャプ推進協会を通じて、様々な
社会貢献活動に充てられています。１０月
の回収実績は、62.6ｋｇ（CO2の発生量
換算で約197㎏）ポリオワクチン33人分
のキャップを回収いたしました。

〈電車〉
●京阪中之島線「中之島（大阪国際会議場）駅」（2番出口）すぐ
●JR大阪環状線「福島駅」から徒歩約15分
●JR東西線「新福島駅」（3番出口）から徒歩約10分
●阪神本線「福島駅」（3番出口）から徒歩約10分
●大阪市営地下鉄「阿波座駅」（中央線1号出口・千日前線9号出口）から徒歩約15分

〈バス〉
●JR「大阪駅」駅前バスターミナルから、 大阪市営バス（53系統 船津橋行）
　または（55系統 鶴町四丁目行）で約15分、「堂島大橋」バス停下車すぐ
●シャトルバスが、「リーガロイヤルホテル」とJR「大阪駅」桜橋口の間で運行しており、
　ご利用いただけます（定員28名）
●中之島ループバス「ふらら」で地下鉄・京阪「淀屋橋駅」（4番出口・住友ビル前）から約15分

●編集･発行/株式会社大阪国際会議場   ●発行日/2015年12月1日   ●http://www.gco.co.jp/

この印刷物は環境に配慮した植物油インクを使用しています。
グランキューブ便りは、地球にやさしい広報誌。

OSAKA INTERNATIONAL CONVENTION CENTER CORP.

　　　　　　大阪市北区中之島5丁目3番51号
Tel.06(4803)5555（代表） Fax.06(4803)5620

グランキューブ大阪すぐの名店
リバーサイドで味わう本格フレンチ


